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l ミー … 結び目の形

このムRPS はさきのム PRQ と合同である.一辺PR
しば見かけるものだ.

を共有しているので，底角も P になるからである.
ところが，よく見るとこの結び目は正 5 角形をして

いる.正 5 角形になるのは無論キチンと結んだときに

限るのだが，作図の繁雑な正 5 角形がこんな所にでき
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箸置きというもの，昨今

では省略されることが多く

なったようである.筆者の

行きつけの焼鳥屋さんでも

同様である.仕方がなL 、か

ら，割り箸の紙袋を結んで

箸置きの代わりにしてい

る.帯を結んだときにでき

る小枠な形は陶製の本物の

箸震きの意匠としてもしば
図 1

408 (38) 

と L 、う関係を満たす.拡げれば一直線になるからである.

折り目をPQ，帯の縁 1 と mが交わる点をR とすれば，

直ちにわかるよう 6PRQは底角を P とする二等辺三角

形である.また. PRの長さは，日が鋭角の範囲では，

h したがって底角月と 1 対 I 対応する.

次に.Rを一端とする線分RS で帯をもう一度折りか

えす.今度はしかし縁mが点 P を通るようにする.また，

縁 1 が自分自身と交わる点をT としよう.こうして五角

形 PQSRT ができあがる.

今度もまたム RPS が二等辺三角形になる.ところが
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さらにTPに沿ってもう一度帯を折る.このときPM が デューラーの時代，正五角 A 

QPに重なることが必要である.ここにMI主直線SP上の 形はゴシック様式の装飾/ン/ \<\ i 

点である・しかし，そのためには， もうひとつは火器導入以後 QKÇ.ト~~p
ζQPT=ζTPM 

が成立しなければならない.

どQPT= 白 +ß

どTPM=1800 -2α

であるから，

(林)α +ﾟ =1800 -2α. 

2 つの関係式(ホ)および(料)から a と P を求めれば，

a =1800/5 

戸 =3600/5

となる. したがって，五角形PQSRTの 4 つの内角LP，

LQ ， ζS， ζR については，

LP=LQ=LR= ζS=α+ß=5400 /5= 1080 

となる.さらに，凸五角形の内角の和が5400であること

ヵ、ら，

ζT=1080 

がえられる.こうして五角形PQSRTの内角がどれも等

しいことが言えた.

正五角形が西欧の文化史上にたびたび姿を表わすこと

はよく知られている.コルパスと定規による正五角形の

作図は 2 世紀にアレキサンドリアの天文学者プトレマイ

オスの天文学書「アルマゲスト j にすでに記載されてお

り，遠近法の研究で知られる 16世紀のドイツの画家デュ

ーラーは著書「ドイツ幾何学」でこれを紹介している.

の城塞の縄張りの基本にこ

の形が用いられたのである

[IJ. (函館の五稜郭や米国

国防省の建物もこの伝統に

したがうものである)

また，正五角形の随所に

G 

MG AM NM j""ﾇf 
五百=MG=AM=一三一

図 4

隠されている黄金比(図 4 )や星形は呪術的な空想を

引き起こしたことであろう [2J. 映画や演劇でみるオカ

ルト場面にはこの図形がよく出てくる.

ところが，わが国の文化的伝統には正五角形はあま

り登場しない.日本の伝統的な建築にも，六角形や八

角形はあっても五角形はあまり見かけない.しかし，

帯を結んだ形なら，図案としてよく見かけるものであ

る.わが国の伝統的な意置のなかにも正支角形がこん

な所に隠れていたのだ.

(からくり堂主人)
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